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自然農法の家庭菜園セミナー体験報告（第2：植

物の持つ能力を最大限発揮させる）

来訪者の皆様へ

東久留米市内及び野島農園の畑にも、

ジャガイモの花が咲き始める季節にな

りました。このジャガイモの収穫量が

増えるためには、植物の能力を最大限

に高める、様々な工夫が必要です。

その一つとして、葉が成長する仕組み

を理解することが必要です。

前半は、葉の動きを良くして光合成機

能を高めることの大切さについて。

後半は、作物に合わせた栽培管理の大

切さや自家採種の大切さなどについ

て、お話をします。

１．葉の働きを高めよう

(1)成人の葉の光合成機能を高

めよう

まず最初に葉の働きを学びま

しょう。葉には、成長中の子

供の葉、老化した葉、活動真

盛りの成人の葉と、三種類あ

ります。

そのうち、成人の葉からは光

合成によって作られた多くの

エネルギー（糖）が植物全体

へ供給され、その生長を助け

ます。

このため、成人の葉の枚数が

多いほど、そこで作られたエ

ネルギー（糖）は、バランス

よく、伸び盛りの葉の成長点

や果実、そして根まで送ら

れ、作物は元気で活発に成長

します。

したがって、葉の働きを活発

にするには、成人の葉の光合

成機能を高めることが大切に

なります。

植物のもつ力を高めよう エネルギーの生産量は成人葉が多く、子供

葉と老人葉は少ない

(2)窒素の代謝機能を高めよう

葉の働きをよくするには、窒

素の代謝（窒素を吸収し消化

すること）機能を高める必要

があります。

植物の根を見ると、根は土に

ある栄養分を求めて広範囲に

張り出し、水や窒素、そして

リンやカリ、ミネラルを吸収

し、それらは糖の製造工場で

ある葉へ運ばれてゆきます。

葉では根から吸収された水と

空気中の二酸化炭素を太陽エ

ネルギーによって光合成し、

せっせと糖が作られてゆきま

す。

また、根から吸収された窒素

は葉に運ばれ、この糖が分解

された有機酸と合成され、果

実や葉をつくる細胞のもとと

なるタンパク質を作ります。

この際、根から吸収された窒

素が多すぎたり、長雨で太陽

光が不足すると、窒素が合成

されることなく葉に残ってし

ます現象が起こります。

光合成機能を高める

・作物は肥料を吸収すると、葉に栄

養分を取られるから葉が伸びすぎ、

それだけ実に悪い影響を与える。

・自然農法によれば、実に葉色、茎

の形が美しい。

土中の窒素やリンを光合成で得た糖と合わ

せることで、エネルギーの循環させる

こうなると、様々な弊害が起

こり、不健康な作物になって

ゆきます。

窒素が過多になりますと糖と

結びつき、アミノ酸、そして

タンパク質となり、葉が大き

くなります。

さらに窒素が多くなると葉は

波打ち、糖がないときは、窒

素は消化されないまま葉に溜

まります。

ちょうど、人間でいいますと

便秘の状態がコレステロール

が溜まって、においを出し、

虫がそこにやってくるような

状態です。

その結果、大人の葉に糖がな

い場合、子どもに行かず、大

人の葉だけが大きくなってゆ

き、根も育たず、果実も子ど

もの葉も大きくならないと

いった状態に陥ります。

窒素の代謝をよくする。

しかし、窒素の吸収が過多になる

と、非常に弱る。また、病害虫の原

因ともなる

天敵であるテントウムシ

一方、窒素過剰の葉は天敵も

働かないことが経験から分

かっています。たとえば、天

敵のテントウムシは、窒素過

多の葉にやってくるアブラム

シを食べることはありません

が、そこに炭をまいて窒素を

着ると、葉の色も薄くなり、

そこにいるアブラムシを食べ

始めます。

こうしたことを踏まえて、自

然農法の場合も、窒素の代謝

をよくするために、次の点に

注意をしましょう。

それは、落葉や枯草などを積

んで発行させた自然堆肥で

あっても入れ過ぎないという

ことです。

作物は窒素をたくさん吸収し

ますと、植物体を弱らせ、病

害虫の原因ともなってゆきま

す。

作物に合わせた栽培管理

・温度・日照・水分管理

・作物の原産地特性

・定期的に播種や定植

・作物の好む環境づくり（被覆、混

植、かん水など）

連作による土壌管理

・連作によって、作物の根域にあった土に

育てる（水はけのよい畑で）

・不耕起栽培、カバークロップによるリビ

ングマルチ、草生栽培も効果が期待できる

（特に乾燥しやすい土壌で）

２．植物の持つ能力を高める

植物のもっている力を最大限

高めることにより、根と葉を

健康に育てることができま

す。

そのためには、次の2点に心掛

けましょう。

1つ目は、作物に合わせた温

度・日照・水分管理が大切で

あること、2つ目は、作物の原

産地の特性をよく知ることで

す。

作物はそれぞれ、元々育って

いたところ、即ち、原産地の

特徴をよく覚えており、原産

地の気候風土への適応性が高

くなっています。

そこで、原産地の条件に近い

栽培環境を作ってやること

で、作物は健全に育成してい

きます。

そこで、できるだけ作物に適

した時期に播種や定植を行う

とともに、その後は、被覆や

混植、かん水などを上手に行

い、作物の好む環境を作るこ

とが大切です。

連作5年目のサトイモ 連作4年目のナス

３．連作による土づくり

毎年、同じ畑に同じ時期に、

同じ作物が入ることを連作と

呼んでいます。

連作することにより、土はそ

の作物の根域にあった土へと

変わってきます。

大仁農場では、サトイモやナ

ス、トマトなどを連作で栽培

しています。サトイモは連作

を嫌うと言われていますが、

実際は立派なサトイモが取れ

ます。

ナスは水を好みますので、乾

かさないことが大切です。水

をしっかりあげて、被覆を

しっかりします。

育成中のナスの写真を見ます

と先端の葉まで大きく元気で

育っています。この事実は、

ナスが窒素過多の状況にはな

いことが分かります。

カボチャ、ニンジン、ダイコンの育

種

自家採種の利点

・低肥沃土壌に向く種子の育成

・土壌・気象・栽培条件に適応

・種代節約

自家採種のポイント

・充実した種子

・自家採種技術の取得、向上

・自然農法に適した品種

・自然農法による健苗

４．自家採種による育種

自然農法で作物の根と葉を元

気に育てるには自然農法の種

を使うことをお勧めします。

自家採種は素人でもできるの

で、是非、自然農法で栽培し

た後、種取りに挑戦してみま

しょう。

自家採種をすることにより次

のような利点があります。

それは、肥沃でない土壌に向

いた種が取れること、地域の

土壌、気象条件、栽培条件に

あったものであること、そし

て種代が節約できるというこ

とです。

種取りの際には、充実した種

を取ることをはじめ、自家採

種の方法をしっかりと勉強し

てから行いましょう。

さて、大仁農場では自然農法

に適した作物の品種を数多く

育てていますが、次の4点に狙

いを定めています。

品種育種の目標

・病害虫に強い（農薬に依存しな

い）

・自家採種が可能な固定種

・低栄養状態でもよく育成する（化

学肥料に依存しない）

・従来の品種と変わらない収量・品

質

ナスの採種

1つ目は病害虫に強いこと、2

つ目は固定種であること、3つ

目は低栄養状態でもよく育成

すること、そして、4つ目は、

従来と変わらない収量と品質

があることです。

また、種は自分ですべて作ろ

う、取ろうと思っても無理が

ありますので、他の人と交換

することをお勧めします。

実際に自家採種した自然農法

の種については、「今まで、

こんな大きなサツマイモは

作ったことがない」、「自家

採種の種は害虫が少ない」

等々といった様々な反響が

帰ってきています。

種子交換会の様子 土屋植物に感謝の念をもって、多収穫を念

願する

５．土、作物、天候に感謝

土や植物にも生命があり、人

間と同様、意志があると思い

ます。

日頃の栽培に従事して下さ

い。

土に感謝し、土を愛しむよう

にケアし、また、稔りを感謝

し、作物を栽培しましょう。

また、不順な天候に対して、

悪口を言わないことも大切で

す。

大根の声掛け栽培した結果、

悪い言葉掛けするよりも、綺

麗な言葉掛けしてきた大根の

方が綺麗に育ちました。

是非、皆さんも、綺麗な声を

作物に掛け、感謝の念をもっ

て、栽培しましょう。

言葉かけによる違い

良い言葉かけした方が良く育ってい

る。

子どもと同じように愛情を注ぐいで

育てると、それに応えて育ってくれ

ると多くの篤農家は言っておりま

す。

大仁農場の建物

皆さんが、楽しく家庭菜園を

されることを願っています。

大仁農場の様子 大仁農場の景観

草刈りの様子 刈った草を集める 集めた草と落葉を混ぜる

牡丹桜が満開でした（4月29日） 食堂で蕎麦（そば）を試食できます

（要予約）

種を植える前に、よく湿らせておく

湿らせた土に種を植える 植えた種に土（種の3倍の厚さ）をかぶせ、

上からよく圧迫する

（種と土が密着してるほどよい）

ジャガイモ育成手順

交配→採取→種→種まき→栽培→収

穫・選抜→植え付け

自家採種の楽しみ

同じ野菜でも育てる地域で形が変わ

ります。

全国には自然農法をする拠点がたくさんあ

ります

日本国内における総生産量と有機農

産物の出荷量

総生産量合計：29,097,600ｔ

有機農産物出荷量合計：101,562ｔ

総生産量に占める割合：0.35％

日本国内における有機農業実施圃場

（ほじょう）の面積

田＋畑＋その他の合計16,417(ha)

平成22年の調査では、全国に有機農業が約1

万2,000戸（世帯）（内、有機JAS認定農家

は3,800戸）

有機農業の推進・拡大を目指して

有機農業に関する基本データを集

め、分析し、公表することで、有機

農業推進の取り組みに役立てる。
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